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 第１部 本書の使い方 

 

2.1 データベーススペシャリスト試験の概要 
 
 データベーススペシャリスト試験は，以前のテクニカルエンジニア（データ

ベース）試験とほぼ同等な内容の試験です。データベーススペシャリスト試験

の“対象者像”は次のように定義されています。 
 
【対象者像】 

高度 IT 人材として確立した専門分野をもち，データベースに関係する固有

技術を活用し，最適な情報システム基盤の企画・要件定義・開発・運用・保守

において中心的な役割を果たすとともに，固有技術の専門家として，情報シス

テムの企画・要件定義・開発・運用・保守への技術支援を行う者 
 
 このように定義された対象者のデータベーススペシャリストとしての“業務

と役割”は次のように定義されています。 
 
【業務と役割】 

データ資源及びデータベースを企画・要件定義・開発・運用・保守する業務

に従事し，次の役割を主導的に果たすとともに，下位者を指導する。 
① データ管理者として，情報システム全体のデータ資源を管理する。 
② データベースシステムに対する要求を分析し，効率性・信頼性・安全性

を考慮した企画・要件定義・開発・運用・保守を行う。 
③ 個別システム開発の企画・要件定義・開発・運用・保守において，デー

タベース関連の技術支援を行う。 
 
 こうした業務と役割を果たすために必要とされる“期待する技術水準”は次

のように定義されています。 
 

データベーススペシャリスト試験の 
出題ポイント 

Part １ Chapter ２ 

第２章 
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 第１部 本書の使い方 

 
 本書は，「専門知識と午後問題の重点対策」の名前が示すように，午前Ⅱ試験

に必要とされる専門知識と午後問題の解法ポイントを短時間で効率良く試験対

策ができるように解説・順序を工夫しています。本書の学習手順はおおまかに

図示すると次のようになります。 
 
 
 
 
 
 
(1) 本書の構成 

 データベーススペシャリスト試験は，午前Ⅰ，午前Ⅱ，午後Ⅰ，午後Ⅱの四

つの試験によって実施されます。本書では，午前Ⅱ試験対策を第 2 部，午後Ⅰ

試験対策を第 3 部，午後Ⅱ試験対策を第 4 部として構成しています。 
 第 2 部は，午前Ⅱ試験の範囲（中分類：データベース）として発表されてい

る内容の小分類に従って分けて構成しています。発表されている午後試験の範

囲は 3 テーマに分かれていますが，本書では 4 テーマで構成しています。実際

の出題に合わせて再構成される可能性があります。 
 第 2 部，第 3 部は，おおむね次のとおりの構成となっています。 
 
 

本書の学習方法 

Part １ Chapter ３ 

第３章 

出題分野ごとに
学習ポイントを
理解する 

その分野のポイ
ントで知識を確
認する 

演習問題で理解
度を確認・仕上
げ 
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 第２部 午前Ⅱ（専門知識）試験の対策とポイント 

その１ 

① 章ごとの午前の演習問題を解く。 
② 自分の弱点と思われる試験項目の学習ポイントを確認する。 
③ 同分野の過去の午前問題を解く（徹底解説 問題集など）。 
④ 章ごとの学習ポイントを確認する。 
上記の② → ③ → ④を繰り返す。 

 

午前Ⅱ（専門知識）問題は，午前の出題範囲にほぼ沿った分類に従って順番

に解説しています。“（小分類）データベース方式”と“（小分類）データ操作”

だけは，予想される出題内容に即して,“関係データベース” と“SQL”に変

更しています。 
 
 小分類に対応した項目   解説する知識項目  

関係データベース ⇒ 関係モデル，関係代数（関係演算） 
データベース設計 ⇒ データ分析，正規化，E-R モデル 
SQL ⇒ 問合せ，結合，更新処理の SQL，データベ

ースのセキュリティ 
トランザクション処理 ⇒ 排他制御，リカバリ制御，データベースの

性能向上 
データベース応用 ⇒ データウェアハウス，データマイニング，

リポジトリ，オブジェクト指向 DB 
 

午前問題の学習方法は次のどちらかになると思われますが，自身の知識レベ

ルに応じて適宜工夫をしてください。 

 
 

午前Ⅱ（専門知識）問題の学習方法 

Part ２ Chapter １ 

第１章 



  
 

 40 

 第２部 午前Ⅱ（専門知識）試験の対策とポイント 

 

データベーススペシャリスト試験では，関係データベースの構造，関係代数

などの理解がすべての学習の基礎になります。一通り学習してから，次のポイ

ントを再度確認してください。 
 
 

関係データベース 

Part ２ Chapter ２ 

第２章 

ポイント！ 

① 関係（リレーション）の構造を理解している。 
② 関係データベースのスーパーキー，候補キー，外部キーなどについ

て定義をきっちり説明できる。 
③ 関係代数の八つの演算（集合演算，関係代数固有演算）の内容を理

解している。 
④ 整合性制約の意味と主要な整合性制約を理解している。 
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 第２章 関係データベース 

2. 

 午
前
Ⅱ 

問
題 

第 １ 章 

第 ２ 章 

第 ３ 章 

第 ４ 章 

第 ５ 章 

第 6 章 

 

 
関係データベースの関係（表）は，互いに関連するデータ要素を集めたタプ

ル（行）と各データ要素を表す属性（列）から構成されます。関係を一種のフ

ァイルと考えると，タプルはレコードに，属性はフィールドに対応します。各

属性は，その関係の中でユニークな名前をもつ必要があります。関係はタプル

の論理的な集合と考えられ，タプルには順番はなく，属性にも名前が付与され

ると順番に意味はなくなります。関係を構成する各列の値は，単一の値でなけ

ればならず，複数の値や配列は許されません。属性の取り得る値の範囲を定義

域（domain；ドメイン）といいます。例えば，小学校の学年の値であれば，1，

2，……，6 の整数値しか許されません。単一の値しか許さない関係を「フラッ

トな 2 次元関係（表）」といい，正確には「第 1 正規形」といいます。 
  関係データベースでは，関係のタプルを特定するのにタプル番号とか属性番

号のような余分なものはありません。この特徴のため，より柔軟な検索処理が

できます。また，第 1 正規形というフラットな構造が，検索結果がまた関係（表）

になるという再帰性につながり，複雑な検索処理が可能となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 2－1 関係データベースの関係（表） 

2.1 関係データベースの構造 

属性値 
（列値） 
属性値の 

値の範囲を
定義域 

（domain）

タプル（行） 
の数を 
位数 
（cardinality） 

属性名（列名）

商品番号 商品名 価 格 備 考

タプル
（行）

属性（列） 

属性（列）の数を次数（degree）

・

・
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 第２部 午前Ⅱ（専門知識）試験の対策とポイント 

 
問１ 関係データモデルにおいて属性 A，B を考える。属性 A のドメイン（定

義域）は m 個の要素から成る集合であり，属性 B のドメインは n 個の要

素から成る集合であるとする。このとき，関係 R を R(A，B)とすると，R
には最大何個のタプルがあるか。 

(H23 春-DB 午前Ⅱ問 10) 
ア 2m2n イ (m＋n)2 ウ m＋n  エ mn 

 
解説 

 関係 R(A，B)は直積 A×B の部分集合として定義されます。R の最大タプ

ル数は，直積 A×B に等しくなります。属性 A のドメインの要素数を m 個，

属性 B のドメインの要素数を n 個とすると，R の最大タプル数は，m×n 個

となり，（エ）が正解です。 
 
解答 エ 
 
問２ データモデルは三つの部分からなる。そのうちの二つの部分は，データ

構造及びデータ操作である。残る一つの部分と最も関連の深い用語はどれ

か。 
(H8 春-DB 問 55 改) 

ア 関係完備          イ 関係代数 
ウ 整合性制約                  エ データ独立 

 
解説 

 論理データモデルの三つの機能には，データ定義（構造）機能，データ操

作機能，及び整合性制約機能があるので，（ウ）が正解です。 
ア：関係モデルのデータ操作言語が備えるべき要件です。 
イ：関係モデルのデータ操作機能です。 
エ：関係モデルがもつ性質です。 

 
解答 ウ 
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 第３部 午後Ⅰ試験の対策とポイント 

  

 午後Ⅰ試験の定番問題である関数従属性図の問題，関係スキーマのキーを見

つける問題に絞ってポイントを解説します。これらの問題以外に，SQL に関す

る 2 種類の①相関副問合せ，SQL-92 の結合表式の問題，②索引アクセス，排

他制御の問題などの出題が予想されます。午後Ⅱ記述式の解法ポイントは便宜

上，第 4 部に記載しましたが，内容的には一体です。 
 
(1) 関数従属性図の問題 

 基礎理論の問題の解法ポイントは，与えられた関数従属性図から，該当する

関係スキーマの候補キーを早く見つけられるようになることです。以下，平成

15 年度春期 DB 午後Ⅰ問 1 の一部を例として，ポイントを述べます。この例で

は，複数の関係スキーマに対して関数従属性図は一つになっていますから，該

当する関係スキーマの属性をまずマークする必要があります。図表 1-1 では，

関係スキーマ“購入申込”の属性をマークしてあります。 
・候補キーを見つける 
 関数従属性図から，関係スキーマ“購入申込”の属性のうち，日付，支払

方法，電話番号は，関数従属の矢印が出ていないので，非キー属性です。｛顧

客番号，申込番号｝は，他の属性を関数的に決定するので，候補キーとなり

ます。更に，顧客番号と｛住所，顧客名｝とは，互いに関数従属する 1 対 1
の関係があります。したがって，候補キー｛顧客番号，申込番号｝の顧客番

号を｛住所，顧客名｝で置き換えた｛住所，顧客名，申込番号｝も候補キー

となります。 
・部分関数従属性を見つける 
 非キー属性である電話番号が，候補キー｛住所，顧客名，申込番号｝の一

部の｛住所，顧客名｝に関数従属しているので，関係スキーマ“購入申込”

は第 2 正規形ではありません。更に，非キー属性ではない（候補キーの一部

のキー属性）｛住所，顧客名｝が候補キーの一部である顧客番号に関数従属

するという状況を含んでおり，更新異常を内在しています。 
 

午後Ⅰ記述式問題の解法ポイント 

Part ３ Chapter １ 

第１章 
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 第２章 関係データベースの基礎理論  

３. 

 午
後
Ⅰ

問
題

第 １ 章 

第 ２ 章 

第 ３ 章 

第 ４ 章 

第 ５ 章 

 

問１ データベースの基礎理論に関する次の記述を読んで，設問 1～3 に答えよ。 
 (H17 春-DB 午後Ⅰ問 1) 

 携帯電話会社の顧客情報を管理するデータベースを作成するために，データ

モデルの関係スキーマについて検討した。 
 
〔顧客情報の関係スキーマ〕 
 携帯電話会社の顧客情報の関係スキーマを，図 1 に示す。関係の意味及び制

約と，主要な属性の意味及び制約は，それぞれ表 1 及び表 2 のとおりである。

属性間の関数従属性は，図 2 に示すとおりである。関数従属性の表記法は，図

3 に従った。 
 
契約 （顧客番号，電話番号，契約番号，契約日時，契約種別，手数料，料金プラン種

別，オプション種別，割引種別，基準基本使用料，基準無料額） 
オプション （オプション種別，オプション使用料） 
割引 （割引種別，割引率，定額料，割引定額料） 
顧客使用料 （顧客番号，電話番号，氏名，生年月日，住所，基本料，通話料， 
 パケット通信料，オプション料，年月度，計算開始日，計算終了日） 

図 1 携帯電話会社の顧客情報の関係スキーマ 
 

表１ 関係の意味及び制約 

関係 意味及び制約 
契約 関係“契約”は，新規契約，契約変更及び解約の情報を保持する。

新規契約時に，一つの電話番号が割り当てられる。 
オプション 関係“オプション”は，オプション種別ごとの使用料を保持する。 
割引 関係“割引”は，割引種別ごとに適用される，料金計算のための情

報を保持する。 
顧客使用料 関係“顧客使用料”は，顧客情報及び各科目（基本料，通話料，パ

ケット通信料，オプション料）の月額値を，月ごとにまとめて保持
する。各科目の月額値は，顧客との契約内容（料金プラン種別，オ
プション種別，割引種別）を基に計算される。月の中途で新規契約，
契約変更及び解約が発生した場合は，日割計算を行う。 

関係データベースの基礎理論 

Part ３ Chapter ２ 

第２章 



  

 424 

 第４部 午後Ⅱ試験の対策とポイント 

 

 午後Ⅱ記述式問題は，実務で経験する内容を事例としてストーリ性をもたせ

て作られています。問題の状況説明や処理内容，データ内容の説明に多くのボ

リュームを割いているため，問題文を読むだけで時間がかかります。午後Ⅰ問

題でも同じですが，設問を読んでから逆に問題文を読み返すことが必要で，必

ずしも問題文を全部熟読する必要はないでしょう。 
 内容的には，午後Ⅰ問題と比較しても午後Ⅱ記述式問題として特別な試験範

囲はありません。したがって，午後Ⅰ問題を複数組み合わせた形態ともいえま

す。午後Ⅱ問題を解答するに当たっては，午後Ⅰ問題の場合と違って，理由，

改善点，対策にいっそう具体性をもたせることが必要です。問題の事例に即し

た，具体的な解答をしなければなりません。過去の午後Ⅱ問題は，概念データ

モデルの作成，データベース設計・運用に関する幅広い実務能力を評価する問

題が出題されています。午後Ⅱ問題は，2 問のうち 1 問を選択しますが，日ご

ろ自分が従事している仕事や経験した仕事の種類によって，選択するとよいで

しょう。 
 午後Ⅱ試験は，午後Ⅰ試験のデータベース設計の問題と類似点が多いですが，

ここでは次の四つの事項に絞って解説します。基本的には午後Ⅰと午後Ⅱの解

法ポイントは共通です。いずれにしても，午後Ⅱ問題ではデータモデリングの

実務能力が問われます。 
 
(1) 履歴情報と冗長性の問題 

 （少なくとも試験の）データベース設計では，正規化が既に完了しているこ

とが大前提になるので，関係スキーマの属性で主キー，外部キーでない属性は，

複数の関係スキーマに重複して存在するのは冗長ということになります。例え

ば，次の例（平成 19 年度春期 DB 午後Ⅱ問 2 の一部）では，関係スキーマの

見積セット商品基本構成明細の商品コード，構成数量，入替可能マークは重複

しており一見冗長に見えます。しかし，構成数量，入替可能マークは見積時点

の情報，すなわち履歴情報の一種として保持されなければなりません。もちろ

ん，見積時点の情報であることは，問題文から判断しなければなりません。こ

午後Ⅱ記述式問題の解法ポイント 
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 第４部 午後Ⅱ試験の対策とポイント 

 

問１ 機械式駐車場設備のメンテナンス業務に関する次の記述を読んで，設問

1～3 に答えよ。 
(H17 春-DB 午後Ⅱ問 1) 

 C 社は，主にマンションの機械式駐車場設備（以下，駐車場設備という）を

対象にしたメンテナンス専門会社であり，関東地区で 20 の営業所を展開して

いる。メンテナンスについては，特定の駐車場製品メーカだけでなく，どの駐

車場製品メーカの駐車場設備にも対応できることを特長としている。 
 
〔C 社の業務概要〕 
 C 社のメンテナンス業務概要は次のとおりである。 
1. メンテナンス業務体制 
 営業所は，担当するマンションに対してメンテナンス業務を実施する。それ

ぞれのマンションを担当する営業所は決まっており，同一のマンションを複数

の営業所が担当することはない。 
 実際のメンテナンス作業は，サービスクルーと呼ばれる，3～5 人程度で構成

するチームによって実施される。サービスクルーには，C 社内で一意のサービ

スクルー番号が付与されている。サービスクルーはいずれかの営業所に所属し

ている。 
2. メンテナンス対象施設 

(1) 駐車場の構成 
 マンションの駐車場の構成例（全体で 170 台駐車可能）を，図 1 に示す。

マンションの駐車場は，一つ以上の駐車場施設（図 1 では第一駐車場と第

二駐車場）から構成され，駐車場施設は，一つ以上の駐車場設備で構成さ

れる。各駐車場設備は，一つの駐車場製品で構成される。 
(2) 駐車場製品の構成 

 一つの駐車場製品は，複数の部位装置から構成される。各部位装置は，

装置タイプのいずれかに分類される。表 1 に，部位装置の装置タイプへの

分類の例を示す。 

データベース設計 

Part ４ Chapter ２ 

第２章 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2003
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    48.18898
    48.18898
    66.61417
    66.61417
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




